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モンゴル語のなぞなぞ構造分析  

－リズムに着目した分析法試案－  

松下聖†   

キーワード：ことばのリズム、モンゴル語、なぞなぞ、音声学、記述言  

0 序  

本稿は、筑波大学人文学類開設の「記述言語学」の講義で課された、「モ  

ンゴル語なぞなぞを独自の手法で構造分析する」という課題に対する自ら  

の回答をまとめたものである。研究と言える立派なものではなく、単なる  

思いつきによって為された、いち学生の宿題に過ぎないということを、ま  

ずご理解いただきたい。  

1分析対象  

講義を担当されている、城生伯太郎先生から提供されたモンゴル語なぞ  

なぞの音声データ100個のうち、No．21からNo，40までの20個のなぞな  

ぞを分析の対象とした。このデータは城生倍太郎（2001）で用いられたも  

ので、なぞなぞのNo．も本書と対応している。個別のIPA表記やピッチ解  

析のデータも掲載されているので、必要な場合は参照されたい。  

†筑波大学人文学類生   
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2 分析の目的   

長らくモンゴルの人々の間で口承されてきた「なぞなぞ」には、その形  

態にしかるべき特徴があるのではないか。そこで分析者が着目したのは  

「リズム」である。   

言語における「 リズム」とは何だろうか。リズムが、その言語「らし さ」  

を形作るプロソディ一要素のひとつであることは間違いない。鈴木良次編  

（2006）によると、リズムとは  

時間軸上で長さをもった対象が、一定パタンで順次継起する中で  

人間に知覚される  

ものとされている。しかし、この奇怪な一文ではリズムに対する共通理解  

を持つことは難しいと思うので、もっと簡潔な「リズムの定義」を試みて  

みた。  

＜定義＞   

リズムとは、ひとまとまりの発話の中で、  

①音節や息継ぎ、ポーズにより、ある時点で音が分割され  

②その昔（または無音）の長短、強弱の変化が  

③一定の周期性を持って繰り返される   

と認識される現象である。   

本稿の目的は、この定義に基づいて、モンゴル語のなぞなぞが持ってい  

るリズムの構造を分析することにある。  

3 分析方法  

ひたすら聞き、記述するのみである。音節ごとに時間長を計測するとい  

う方法の方が客観的で科学的だと思われがちだが、前項で述べたリズムの  

定義を参照していただきたい。定義の末尾に「…と認識される現象」とあ   
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るように、言語のリズムは、人間の認識によるものであるから、自分の耳  

で聞き取る以外に方法は無いのである。なお、分析者はモンゴル語話者で  

はなく、モンゴル語の学習経験も皆無なので、初めてその言語に触れる記  

述言語学者と同じような立場で分析することになる。  

リズムの成立要件として必要なのは、＜定義＞②で述べているように、  

音の長短と強弱である。まず長短の記述の際には、音楽の譜面で用いられ  

る、いわゆる「おたまじやくし」の記号を用いる。ただしこれは、音楽理  

論の厳密なところまで反映するものではない。  

」・は長い音（ターン）  

♪は短い音（タ）  

Jはその中間の音（タン）  

のように単純化Lて記述していく。   

この3つの長さの弁別は、絶対的な尺度を用いるのではなく、ひとつの  

なぞなぞのなかで相対的に行う。もう一つの要素である強弱は、比較的強  

く発音されている音符の上に「＞」を書きしるすこととする。これを、音  

声学や音韻論のアクセントと混同しないように「強音」と名付ける。そし  

て、ひとつのなぞなぞの中で、ポーズの長さやピッチ下降などで「切れ目」  

だと感じたら、そこで区切ることも試みる。このまとまりを「小節」とす  

る。そして小節の中で、   
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として、拍がいくつあるか、つまり小節のおおよその長さを調べる。そし  

て、小節相互、あるいは別のなぞなぞとの間でリズムパターンや拍の数に  

関連性があるのかを見ていくこととする。  

4 分析結果   

先にも述べたように、分析資料は城生倍太郎（2001）におさめられてい  

No．21司0を対象としているので、まずは城生倍太郎（鋸d）による音素表  

記と日本語訳を引用しておく。  

ガラスの下で  

ささやいているものは  

草原にある、青いサドルクロス  

遠くのほうで  

ゴロゴロと鳴った  

解離のしっぼは  

ピクピクといった  

黒い馬が  

ヨロヨロと足速に駆けて行き  

あとには黒い  

サドルクロスが落ちている  

21．再ile勺d〇〇gOOr   

房ibneldeedbain．  

22．x6d66dx6xt〇X〇m  

23．teertend   

tesgeb，   

temeeniis皿1   

g〇d〇Sgeb．  

24．x∬m〇Ⅰ］   

Ⅹaiぬ掴血dag，   

Ⅹarbx〇m   

S喝灯明Ⅹ〇C〇rd〇g．  

染めてないのに赤い皮  

蹄がないのに走る足  

消化する腹がないのに  

食いしん坊なヤツ  

25．毎irbodaggtiibaitlaaolaaq   

可ilbetooraigtiijabamⅩai   

glngeeXX〇d〇〇dgnibaitlaa  

idemxii．  

鉄の柱が  

天によりかかっている   

26．t6m6rba首an   

teりgerttOlan．  
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どんなことばでも話し  

だれのことばでもまねするもの  

穂先が細くしなやかで   

砂粒のような実がなるもの  

土の上に傘  

傘の上には輝く寄木細工  

シルバーグレイのお父さんと  

ふっくらした赤いお母さんのいる  

貝殻のような白い子  

凍えるからと、  

毛皮のコいトを着て生まれ  

戦うようにと、  

鍍をまとって生まれ  

虫がつくからと、  

上着をつけて生まれた  

まあるい白い子  

土の中に体をうずめて  

しやれたトンガリ帽子を被っている  

27．xelbtigdeerJaddagxiin   

Xe勺b触血igdooてjadagx血・   

28．如〇rつg句〇〇r〇りjabdaltai   

句〇r〇〇XOmagide毎tei・  

29．gazardeergadx   

gaⅨ也deergjala叩毎igtee．  

30．azaibooralaabtai   

bombagarolaageeろitei   

jめ00Caga叩Ⅹ皿Xed・  

31．daarangeろidaxtait6rs6r）  

daitange可Ⅹq］gtait6rs6q  

b66st6nge司CamCtait6rs叫   

b6mbiicaga叫Xt札  

32．gazard〇rbiietei   

gaqgaq如〇b〇imalgaitai．  

33・geZge叫gadaa   

gedse印可つr〇Ond．  

34．cagaanta呵aa   

nogoonsuultei．  

据髪を外にたらし  

おなかを地面にうずめているもの  

緑色のシッポをした  

白いにわとり   
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卵のようにまるくて  

ラードのように白くて  

肉のように赤くて  

帽子のように房がついているもの  

79枚の着物を着ているけど  

1つもボタンがないもの  

35．6nd6g可igb66r6勺Xl1   

66Ⅹ句1gCaga叩，   

max印gOla叫   

malgalglgZalaatai．  

36．dal叫J〇SXObcas   

btigdtobqjgtii・  

37．xodagbi房baitlaaostai  井戸ではないのに水があり   

X両bi房baitlaax〇rg〇1t〇i  羊ではないのにコロコロして   

maxbi扇baitlaaola叩  肉ではないのに赤く   

b6mb6gbi再baitlaab6mb6g6rx6r）．ボールではないのに  

まあるいもの  

扉のない家にいる  

無数の兵士  

真っ暗な家に  

ぎっちり詰まったお客さんたち  

ピッタリと閉じられた家に  

あふれるほどの訪問客  

38．弘也dgtiigeれ   

也t皿e勺Cereg．  

39．tasx訂叫XOigert   

tagd撤eg z〇qjid．  

40．binbitnngert   

pig舶血印由1qlり．  

これらを分析した結果を、図1～3に示す。   
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図1：No．2ト26の分析  
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図2：No．27－34の分析  
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図3：No．35－40の分析  

5 考察  

以上の分析結果を一応確からしいものとして、考察を進めて行く。   

まず、強弱のリズムパタンについて何か特有の構造がないか調べてみる  

と、おもしろい規則性を読み取ることができた。今回取り上げたなぞなぞ   
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は、大きく3つに分類できるのではないか、というものである。3つの類  

型を、例を示して解説しよう。  

①同じ位置に強音のある小節が連続するもの  

No．27のなぞなぞの場合、＞は1小節目と3小節目の最初の音符  

にある。2小節目と4小節目はいずれも平板に聞こえたため、No．27  

は、小節の1柏目に強音があるものの連続、と言うことができるだ  

ろう。  

No．28も、2，4小節に強い音は存在せず、1，3小節は同じ位置に強  

音がある、という特徴をもつ。また、No．34の場合、1，2′ト節とも  

に、♪を挟んで二つ目の音、拍数で言えば、1．5拍目（1柏目の裏  

拍）が強く発せられている。このタイプには、No．38，39，40も分類  

することができる。  

②」か♪のぶんだけ前後にずれる小節が連続するもの  

最も多くのなぞなぞがこれに分類される。そしてこれを細かくす  

ると、さらに3つに分類できる。  

1つめは、♪ひとつ分がずれる小節が連続するものである。No．30  

の場合、1小節目は♪をはさんだ1．5柏日に強音があり、次の2小  

節目は、それより♪ひとつ分だけ後ろにずれた2粕目に強音がある。  

そして3小節目は、また♪だけ前にずれ、1．5柏目に＞が付けられ  

る。この構造をとるなぞなぞは、他にNo．21，22，29，32，33，36  

がある。  

2つめは、」の分だけ強音が前後にずれる小節が連続するもので  

ある。No．35の1小節目は、」を挟んだ2拍目の音に強音があり、2  

小節目ではそれが1拍目に移る。3／j、節目では 2個、つまり2拍  

目になり、4小節目ではそれより1拍後ろの3拍目に強音が置かれ  

る。このタイプにはNo．26もあてはまる。  

3つめは、小節間での強音の移動が」と♪両方の長さで見られる  

ものである。これに当てはまるのはNo．24のみで、例外と言えるか  

もしれないし、次で見る派生パタンの一種と言えるかもしれない。   
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③①と②が組み合わさった、派生パタン  

同じ位置に強音が来る小節の連続と、♪か」のズレの連続パタンが  

組み合わさったものとして、No．23があげられる。1小節目と2／J、節  

目は1拍目が強く発音され、3，4小節では♪の分後ろにずれた1．5拍  

目に強音が移って連続する。No．37は、1から2小節目にかけては」  

の分の移動が見られるが、2，3小節は同じ位置にあり、4小節目でま  

た」だけ移動している。No．31では、3小節日までは1柏目に強者が続  

き、4小節目で2細目に移る。   

リズムの強弱、とくに強く発音される音の位置に注目すると、以上のよ  

うな、非常に明快な構造を抽出することができた。モンゴル語のなぞなぞ  

は、フレーズ相互で同じ強弱パタンを持たせたり、」か♪の分だけ少しず  

つ移動させることで、そのリズムを演出しているのである。単純なリズム  

で演奏されるパンクロック型と、リズムを微妙にはずすことが命のジャズ  

型、さらに両者の特徴を合わせ持つニューウェイブ型。この3つを要する  

のが、モンゴル語のなぞなぞではないだろうか。  

☆  ☆  ☆  ☆  ☆  

次に、長短パタンを中心に考察をしてみよう。こちらは強弱パタンほど  

の周期性は見られなかったが、いくつかの特徴は見ることができた。   

まず、小節相互でリズムの長短パタンが同じ、または似通ったものがい  

くつかあった。No．27，28，38，39は、なぞなぞの前半と後半の長短リズム  

が綺麗に対称をなしており、強者の位置まで同じのため、誰が聞いてもリ  

ズミカルに感じるのではないだろうか。   

また、小節の長さ、つまり柏数にも共通性の見られるものがあった。2  

小節のなぞなぞには、2つの小節がほぼ同じ拍数（土0．5）のものが多かっ  

た脚0．21，22，33，34，38，39，40）。しかし、No．25やNo．35などの長いなぞ  

なぞになると、小節ごとの長さはバラバラである。   

これらの結果を総合すると、音の長短リズムを中JL、に見た場合、特に短  

いなぞなぞでは前半と後半で共通のパタンが見られるものもある、という  

ことが言えるだろう。しかし、20個という少数のなぞなぞの分析からこ   
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れ以上言及することはできないし、するべきでもないだろう。  

‘限界と今後の課題   

この分析方法は、ひとえに分析者の感性に大きく依存するものである。  

したがって、分析者のセンスの及ぶ範囲がおのずと限界となってしまう。  

今回、リズムに関してなんら訓練されていない分析者がこの課題に取り組  

んでしまったから、リズムを聞き取る際には非常に苦労したし、分析が進  

むにつれ疲れてきて、半ば投げやりに音符を置いてしまうこともあった。   

あくまで人間の知覚によってリズムを分析しようとするなら、リズムに  

対する感性を磨くことが必要であろう。それは俗に「リズム感」と呼ばれ  

ている音楽的な感覚を身につけるだけではなく、かつての音声学者がやっ  

たように、様々な言語の音声をひたすら聞くことで為されるべきではない  

だろうか。多くの研究者による膨大なデータが集まれば、そこから帰納的  

に言語のリズムに関する普遍性が導かれ、それに見合った記述法も確立す  

るであろう。   

言語の「リズム」に関する研究は、このように順を追って、実証的に進  

めていくべきである。そのためには「プロソディ一類型論1」の名のもと  

に、音声学、音韻論、言語学、音楽学などの枠を超えて、さまざまな視点  

からリズムを分析しなければならないし、またそれほどにリズムは複雑怪  

奇で興味深い現象であるとも、言えるだろう。  
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